
平成２９年５月１８日定例教授会議事抄録 

 

出 席 者 

  桝屋所長 

板倉、大木、菅、園田、髙橋、髙見澤、長澤、名和、平勢、真鍋、安冨の各教授 

  池亀、藏本、小寺、鍾、馬場、古井、森本、米野の各准教授 

海外渡航者 

黒田、佐藤、中島、松田の各教授、額定其労准教授 

 

 

議 事 

 ４月２０日開催の定例教授会の議事抄録を承認した。 

通知事項 

 １．教員等の公募 なし 

 ２．各種研究助成等の募集について なし 

 

報告事項 

 ３．所長報告 

   桝屋所長より、以下の会議等について報告があった。 

１）科所長会議（４月２５日） 

① 本部預託金制度の改正 

資料Ｐ９～１８に基づき、本部預託金制度の改正について報告があり、提出期限が

７月３１日と早くなったので、例年とは異なる対応が必要であるとの説明があり、併

せて髙見澤財務委員長代理より、来月までの財務委員会で審議して所内の運用を決め

たいと考えているとの補足説明があった。 

② 中央食堂改修期間中の昼食対応 

資料Ｐ１９に基づき、中央食堂改修期間中の昼食対応について報告があった。 

③ 東京大学ビジョン 2020に関する教員人事制度 

資料Ｐ２０～２１に基づき、東京大学ビジョン 2020に向けて新たに創設した教員人

事制度について報告があった。 

④ 新学務システムの稼働 

資料Ｐ２２に基づき、新学務システムの稼働のスケジュールについて報告があった。 

⑤ 第 6回東京大学伊藤国際学術研究センター（IIRC）会議の企画公募 

資料Ｐ２３～２６に基づき、第 6 回東京大学伊藤国際学術研究センター（IIRC）会

議の企画を公募しているとの報告があった。 

⑥ 東京大学におけるハラスメント防止－教職員のための模擬事例集 

東京大学におけるハラスメント防止－教職員のための模擬事例集の改訂版が発行さ

れたとの報告があった。 



⑦ 平成 29年度功績者顕彰「東京大学稷門賞」候補者の推薦 

資料Ｐ２７～３４に基づき、平成 29年度功績者顕彰「東京大学稷門賞」候補者の推

薦を募集しているとの報告があった。 

⑧ 東京大学 IRデータ室の設置に関する部局キャラバンの実施 

資料Ｐ３５に基づき、本年４月に東京大学 IRデータ室が設置されたので同室が部局

キャラバンを実施するとの報告があった。 

２）大学評価委員会（５月１６日） 

  資料Ｐ３６に基づき、同会議での審議、報告事項の概要について報告があった。 

３）拡大入試監理委員会（５月１６日） 

  資料Ｐ３７に基づき、同会議での審議、報告事項の概要について報告があった。 

４）科所長会議（５月１６日） 

① 指定国立大学法人制度への対応   

資料Ｐ３９～４０に基づき、指定国立大学法人制度に関わる「現地視察」対応及び

スケジュール案について、報告があった。 

② 第 2期戦略的パートナーシップ大学プロジェクト選考結果 

資料Ｐ４１～４２に基づき、第 2 期戦略的パートナーシップ大学プロジェクト選考

結果について報告があり、掲載されている大学とは積極的に交流を進めていただきた

いとの依頼があった。 

③ 新施設維持管理システム導入の進め方 

資料Ｐ４３～５４に基づき、新施設維持管理システム導入の進め方について報告が

あった。当研究所も「施設保全カルテ」作成のための実地調査対象となるため、調査

の際には協力いただきたいとの要請があった。 

④ 若手研究者向けパンフレット「東京大学若手研究者の皆様へ」 

資料Ｐ５５～５６に基づき、東京大学男女共同参画室から、若手研究者向けパンフ

レット「東京大学若手研究者の皆様へ～東京大学男女共同参画室の研究支援制度につ

いて～」が作成されたとの報告があり、若手研究者の方へのご周知いただきたいとの

依頼があった。 

⑤ 東京大学ビデオ「UTokyo/Society」解説冊子 

東京大学ビデオ「UTokyo/Society」の解説冊子が作成されたと報告があった。 

５）教員の海外渡航について（報告） 

資料Ｐ５７～５８のとおり８件を承認した旨報告があった。 

６）非常勤講師・委員等の応嘱について 

資料Ｐ５９～６０のとおり委員等５件、非常勤講師等４件を承認した旨報告があっ

た。 

７）その他 

 ① 平成２９年度３次配分及び平成３０年度概算要求書および教員採用可能数再配分 

ヒアリングについて 

５月８日(月)に実施されたヒアリングについて報告があった。 



②平成２９年度科学研究費について 

資料Ｐ６１に基づき、平成２９年度の科学研究費助成事業について、本研究所教員及

び日本学術振興会特別研究員の内定状況について報告があった。 

 ③平成２９年度産業医巡視/所長パトロールについて 

中島環境安全衛生管理室長が欠席のため桝屋所長より、今年度の産業医巡視/所長パト

ロールを６月９日(金）１３：００から実施するとの通知があり、所長立ち会いのもと全

室を確認するのでそれまでに各自で居室の点検・整理をしておくよう要請があった。 

④H29Ａセメスター全学自由研究ゼミナールの担当について 

担当教員は平成２７年６月１１日教授会において、希望者を優先したうえで、着任日

を基準に順番で担当することになり、今回は額定其労准教授に担当していただくこと、

今後の予定は H30Ｓセメスターを米野准教授、H30Ａセメスターを藏本准教授に担当いた

だくことになるとの報告があった。 

 

 ４．各委員会報告 

１）財務委員会 

髙見澤委員長代理より、 

① ５月は予算および決算、預託金制度への対応案について、６月は業務達成基準

の執行計画案について審議する予定であるとの報告があった。 

② 平成２８年度の決算案および平成２９年度の予算案、留学生経費の配分につい

て委員会案を提出したので後程ご審議いただきたいとの予告があった。 

２）インフラ委員会 

安冨委員長から、所内の研究室の配置について説明があった。今後を見据えると研

究室の数に余裕がなくなっていくことが見込まれることから、個人研究室ではない部

屋（旧運営単位室）の使用状況等を把握したいので、調査に協力願いたいとの要請が

あった。 

３）情報・広報委員会 

菅委員長より、 

① 公開講座について、夏の公開講座を過去２年実施したが今年度は実施しない予

定であること、来年度以降の開催については今後検討していくこと、秋はホームカミ

ングデイの日（１０月２１日）に行うこととし、担当教員は今まで担当していない２

名にお願いする予定であるとの報告があった。 

② 高校生のためのオープンキャンパスへの参加について、今年度は ASNET の後藤

特任准教授の企画を所内で実施する予定であるとの報告があった。 

③ 本日、業績データベース講習会を開催するとの案内があり、新任以外の方も対

象なので積極的に参加いただきたいとの依頼があった。 

④ データベースの更新方法の変更を検討しており、必要事項を一覧にして事務補

佐員に送って入力してもらうシステムを考えているとの報告があった。 

４）研究企画委員会 



名和委員長より、 

① 共同利用・共同研究拠点への申請について、土田事務長を通じて総務委員会へ

「総務委員会で所の方針を決めていただき、研究企画委員会で詰めていくこととした

い」との意見をあげたとの報告があった。 

② 資料Ｐ６２～６５に基づき、当研究所が開催する主な研究会について、５５歳

年度に実施していた自己点検・評価セミナーがなくなったことなどを反映させる他、

現状に合わせた分類や文言の整理等を進めているとの報告があった。 

③ 東洋文化研究所紀要の査読の取り扱いについて明文化されたものがないため、

委員会で整理して検討したいとの説明があった。 

５）図書委員会 

特になし 

６）東洋学研究情報センター委員会 

平勢副センター長より、 

① 共同利用・共同研究拠点に関する報告書を提出したとの報告があった。 

② センター運営委員会について、調整を進めているとの報告があった。 

７）ＧＪＳ委員会 

園田委員長より、 

① ７月２９日（土）から８月８日（火）にかけて実施するサマープログラムにつ

いて、１３人から応募があり、１２人を採用したとの報告があった。 

② GJS セミナーを束ねて１つのタームの企画とすることで単位化することを検討

しているとの報告があった。 

③ 東京大学は指定国立大学法人構想の中で卓越した国際研究拠点・国際プロジェ

クトの例として「総合日本研究」を挙げている。国際日本学の分野については国内で

も動きがあることから、大学共同利用機関法人人間文化研究機構国際日本文化研究セ

ンターとも情報交換を行っていきたいとの説明があった。 

８）その他 

特になし 

 

 ５．その他 

土田事務長より、 

① 資料Ｐ６６～６８に基づき、研究員受け入れに伴うビザ申請について、手続き

の流れ、必要書類、学内のビザ・コンサルティング・サービス（以下、ビザコン）に

ついて説明があり、併せて受入れの日程に間に合うように手続きを進めていただきた

いこと、教授会終了後に改めてメールで周知を行う予定であり、本件についての問い

合わせは研究支援担当までお願いしたいとの依頼があった。 

続いて意見交換が行われ、ビザ申請のために入国管理局やビザコンに行くのは受入

教員の担当業務であると認識する必要がある、過去に事務が代行した例もあるが、本

来の手続きや責任の所在が不明確になるため、教員は事務に代行を頼んだり、事務も



それを請け負ったりしないようにしていただきたいとの意見があった。 

② 例年同様、本部入試課より平成３０年度入試に係る記者発表にて大会議室の借

用依頼が来ている旨報告があり、本件は全学的な重要行事であるため、従前通り、現

時点で会議室の貸与を承諾することとしたいこと、具体の貸与日についてはメールに

て通知すること等報告があった。 

 

審議事項 

６．教員の海外渡航について 

   なし 

７．訪問研究員の受け入れについて 

   該当教員から説明があり、資料Ｐ６９のとおり３件の受入れが承認された。 

８. 学内委員の委嘱について 

   桝屋所長より、資料Ｐ７０に基づき説明があり、承認された。 

９. 所内委員会について 

桝屋所長より、資料Ｐ７１に基づき説明があり、一部追加のうえ、承認された。 

10. 研究協力者の申請について 

   名和研究企画委員長から、資料Ｐ７２に基づき説明があり、承認された。 

11.シカゴ大学との全学国際交流協定の新規締結について 

鍾准教授より、資料Ｐ７３～７６に基づき、７月の締結を希望していることからすで

に国際委員会に提出しており事後となるが、この場でも承認願いたいとの説明があり、

承認された。 

12．平成 28年度決算について 

髙見澤財務委員長代理から、資料Ｐ８１～９０に基づき、平成２８年度の予算執行状

況、収支状況、預託金・剰余金・施設修繕準備金の現在高、間接経費の受払状況等につ

いて説明があり、次回教授会にて再度審議をしたうえ、確定することとした。 

13・平成 29年度予算配分案について 

   髙見澤財務委員長代理から、資料Ｐ９１～９３に基づき、昨年度末の教授会で承認さ

れた個人研究費の追加配分を加え、前年度決算に基づく調整等を加えた配分案について

説明があり、次回教授会にて再度審議をしたうえ、確定することとした。 

14．独立行政法人国際協力機構（JICA）からの人件費補填の取扱いに関する申し合わせ 

の改正について 

髙見澤財務委員長代理から、資料Ｐ９４～９５に基づき独立行政法人国際協力機構

（JICA）からの人件費補填の取扱いに関する申し合わせの改正について提案があった。

預託金制度の変更に伴う文言及び所長裁量経費を使用して経理を行わないこととする変

更であるとの説明があり、審議の結果、承認された。 

 15．共同利用・共同研究拠点について 

   桝屋所長より、共同利用・共同研究拠点へ申請について、現在、センターに配分され

ている共通政策課題分（全国共同利用・共同実施分）は「申請を模索する」として助成



を受けているため申請しない場合にも理由が必要であること等をふまえて総務委員会で

も検討した結果、申請を行うこととしたいとの提案があり、承認された。 

この承認を受け、桝屋所長より申請書の作成に協力いただきたいとの要請があった。 

16.その他 

 桝屋所長から、所内会議等の日程表を再配付するので、再度確認していただきたいと

の要請があった。 

 

以上 

 


